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旧笹川家住宅 江戸時代、中ノ口川左岸に建造された大庄屋の屋敷。南区味方、重要文化財。

旧新潟税関庁舎 明治２（１８６９）年、信濃川河口左岸に建造された開港当初の庁舎。中央区緑町、重要文化財。

みなとまち。
みらいまち。
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新潟市の位置 新潟市は、サハリン（樺太）～九州に及ぶ日本海
に面した、本州中央に位置している。市の中心部は信濃川の河
口にあり、その後背に越後平野が広がっている。市域は海で日
本海沿岸各地につながり、信濃・阿賀野川水系によって、中越
・下越地方（新潟県）の各地や会津地方（福島県）・信州（長野県）
など内陸部につながっている。

新潟市の地形 市域は、越後平野のほぼ中央に位置する。古く
は、信濃川河口周辺が、越後平野ほぼ唯一の河口であった。
市域の大半は、ほとんど起伏のない平野が占め、標高が低い。

さんかい あき は

市域西部の西蒲区に弥彦・角田山塊が、南部の秋葉区に新津丘
陵があり、越後平野を挟むように連なっている。
越後平野 日本最大の沖積平野。信濃川・阿賀野川などによ

たいせき

って運ばれた土砂が堆積して形成された。約６０００年前ごろまで
に、葛塚（北区）－亀田（江南区）－布目（西蒲区）付近の海岸砂丘
ができ、４世紀ごろまでに現在の海岸砂丘まで平野が広がった。
新潟砂丘 長さ７０キロメートルに及ぶ日本有数の大砂丘。現

在の海岸砂丘が最も大きく、赤塚付近では標高５２メートルに及
ぶ。内陸部にも９列ほどの砂丘があり、位置する地名をとって
亀田砂丘・石山砂丘などと呼ばれている。砂丘は地盤が安定し、
生活上安全な場所であった。

せき こ

潟 湖 平野部には、かつて大小の潟湖が多くあり、漁業や
アシ刈り場などに利用されていた。多くは、近世の新田開発で

と や の

姿を消した。市域には現在も福島潟（北区）・鳥屋野潟（中央区）
さ かた

・佐潟（西区）などが残り、貴重な自然遺産となっている。佐潟
はラムサール条約の登録湿地である。
弥彦・角田山塊 海岸部にそびえ、標高６３４メートルの弥彦
山が一番高い。越後平野のどこからでも見え、海上では航海の

さんろく

目印になった。古くから信仰の山で、山麓には「越後一の宮」
めいさつ しゅげつ じ

の弥彦神社、曹洞宗の名刹、種月寺などがある。山塊は佐渡弥
彦米山国定公園の一部。
新津丘陵 開析（侵食）の進んだ丘陵で、緩やかな谷が深く入

り込んでいる。標高は、丘陵北端の秋葉山で９５メートル、市域
ぼ だい じ

南端の菩提寺山で２４８メートル。古くから里山（たきぎ・山菜・
果実・用水などの生活に結びついた山）として親しまれてきた。
油田層があり、明治・大正期に盛んに採油された。

新潟市の四季 昭和２５（１９５０）年ごろまで、暮らしは四季と深く
結びついていた。
春 ３～５月 ３月、青空の日が多くなり、積雪が消える。
田打ちが始まり、農作業に使う舟が堀に下ろされる。５月、海
岸で春のイワシ網漁、川でマス漁が始まる。農村部で田植えが
始まり、夏を迎える。
夏 ６～８月 新潟の梅雨は連日の雨続きではなく、末期に
集中豪雨になることが多い。田植えが終わり、田の草取りが続
く。７～８月にかけて、各地で夏祭りが行われる。台風による
フェーン現象が、厳しい暑さをもたらす。８月末、暑さが和らぐ。
秋 ９～１１月 新潟を直撃する台風は少ない。収穫の季節、
平野は稲穂で黄金色になる。刈り取った稲がハサ架けにされる。

あられ

１０月下旬ごろ、川でサケ漁が始まる。１１月、雷鳴が響き、霰が
降る。堀を行き交った舟が、陸に引き上げられる。
冬 １２～２月 鉛色の空の日が続き、雪混じりの北西風が吹

わら

く。積雪は、北陸地方の沿岸都市に比べ少ない。農家は、藁縄
や俵作りなど、屋内の仕事をして過ごす。潟湖で越冬する白鳥
・ガンが、朝と晩に空を行き交う。２月、時折、青空が現れる。

大地と自然

東北アジアの中の新潟

越後平野の地形「信濃川下流 治水歴史地図」を一部改変

弥彦・角田山塊 右が角田山

新潟砂丘 手前は佐潟

春 田植え
ＪＡ越後中央黒埼支所提供

秋 サケ漁 阿賀野川

福島潟

新津丘陵 菩提寺山

夏 新潟まつり
萬代橋上の民謡流し

冬 白鳥とカモ 佐潟

新潟県と新潟市

新潟市

平野
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須恵器窯跡 
製鉄遺跡 
製塩遺跡 蒲原郡 

沼垂郡 

蒲原郡 

蒲原津 
沼垂郡 

信
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阿
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営みのはじまり 市域における人々の活動の舞台は、はじめは
さんろく

丘陵と山麓であった。秋葉区の新津丘陵では、約２万年前の旧
石器時代以降の狩猟具が点々と発見されている。西蒲区の角田
山麓では、旧石器時代の終わりに近い約１万４０００年前の狩猟具
が最古である。
約６０００年前の縄文時代前期、人々は平野に形成された砂丘に
生活の舞台を広げた。砂丘地にある西蒲区の布目遺跡、北区の
と や

鳥屋遺跡は、越後平野を代表する縄文遺跡である。

交流と戦争 弥生時代、市域は西日本の文化と東北地方の文化
が接する地域であった。山陰地方や北陸地方の特徴をもつ土器
と東北地方の特徴をもつ土器が、同じ遺跡から出土している。
弥生時代後期、新津丘陵や角田山麓に高地性集落がつくられる。

ふる つ はちまんやま

新津丘陵の古津八幡山遺跡は、日本海側北端付近に位置する大
規模な高地性集落である。

ぎ し わ じんでん わ こく

『魏志倭人伝』に記される「倭国乱」の政治的緊張が市域に
も及んでいたのかもしれない。

北の首長たち 古墳時代前期、ヤマト政権の影響力が強まり、
やま や

新津丘陵に古津八幡山古墳（円墳）、角田山麓に山谷古墳（前方
あやめづか お たて

後方墳）、菖蒲塚古墳（前方後円墳）、平野部に緒立八幡神社古
墳（円墳）などが造られる。越後平野は、前期古墳が分布する日
本海側最北の地である。

さかのぼ

阿賀野川を遡った会津盆地にも多くの古墳が分布している。
東北地方へと勢力を拡大するヤマト政権にとって、越後平野は
前進の拠点地域であった。また、越後平野では北海道の特徴を
もつ土器も出土しており、北方の文化も入り込んでいた。

北のフロンティア 古墳時代後期、ヤマト政権は地方の豪族を
くにのみやつこ こ し の ふ か え

国 造（地方官）に任命した。市域周辺では高志深江国造が任命
された。高志深江国造は、日本海側最北の国造である。

えみし

大化３（６４７）年、ヤマト政権は北方の蝦夷支配の拠点として
ぬたりのさく

渟足柵を設置した。柵の場所は、阿賀野川右岸の河口部（後の
通船川河口）近くと考えられている。渟足柵は８世紀前半まで
に沼垂城の名に変った。

越後国の成立と蒲原津 奈良時代が始まる８世紀前半、国―郡―
郷を単位とする地方制度が整った。市域は阿賀野川を境に、北

ぬたり かんばら

が越後国沼垂郡、南が越後国蒲原郡となった。沼垂郡には沼垂
か じ お う み

郷・賀地郷など、蒲原郡には桜井郷・青海郷などがあった。ま
くに つ

た、信濃川の河口には蒲原津があった。蒲原津は越後国の国津
（公的な港）で、人や物資の集まる交通の要衝であった。

産業の勃興 地方制度が整備されたころ、新津丘陵では須恵器
や鉄の生産が始まり、信濃川左岸の低地ではサケの漁獲・加工
が行われた。須恵器や鉄の生産は、地域の自給力を高めるため
に、国や郡の役人が主導して進めたと考えられている。サケは、
税として都（朝廷）に納める越後国の特産品であった。また、海
岸砂丘地帯では塩が作られた。

北陸地方の国造

暮らしの広がりと交流（原始・古代）

縄文前期の土器 布目
遺跡 個人所蔵
東京国立博物館提供

北と西の品物
左：アメリカ式石鏃
右：鉄剣 古津八幡山遺跡

弥生後期の土器 左：北陸系土器
右：東北系と北陸系の折衷土器
古津八幡山遺跡

菖蒲塚古墳周辺の台地 中央○が古墳

「杉人鮭」と記された
木簡 的場遺跡

須恵器 緒立遺跡

縄文晩期の土器 鳥屋遺跡

生産遺跡の分布

高地性集落と古墳の分布

緒立八幡神社古墳の墳丘を覆う
葺き石

木炭窯（手前）と製錬炉
金津丘陵製鉄遺跡群

渟足柵の記事
『天理図書館善本
叢書 日本書紀』
より転載
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とよ だ

荘園と蒲原津 平安時代の末期以降、阿賀野川以北に豊田荘・
しらかわ か じ かな づ おう み

白河荘・加地荘、新津丘陵周辺に金津保・青海荘、弥彦や角田
山周辺に弥彦荘・吉田保などの荘園・保ができた。荘園を現地
で経営し、開発を進めたのは越後の武士であった。
鎌倉幕府が成立すると、荘園の経営は、幕府から地頭に任じ
られて移住してきた関東の武士に代わった。彼らはさらに開発

かんばら

を進め、支配権を強めて在地領主となった。蒲原津は越後国主
が支配する公領であった。

南北朝の動乱と蒲原津 建武２（１３３５）年、阿賀北（阿賀野川以
北）の戦いを皮切りに越後における南北朝の動乱が始まった。
越後の北朝方の中心は加地荘（新発田市）の加地氏、南朝方の中

てんじんざん

心は天神山城（西蒲区）の小国氏であった。舟運の拠点である蒲
原津をめぐって激しい争奪戦が繰り返された。この戦いの記録

ぬったり

に、阿賀野川河口右岸の沼垂湊が現われる。当時の沼垂湊は、
加地荘の領域であった。

蒲原津から新潟津へ 高野山清浄心院の「越後過去名簿」（過去
帳・供養帳）によれば、戦国時代の永正１７（１５２０）年に「新方」
の人が供養を依頼している。これが現在、新潟という地名が出
てくる最も古い記録である。永禄７（１５６４）年には、京都醍醐寺
の僧が「ニイカタ」の旅籠に長逗留し、蒲原各地を回った。新
潟津は信濃川河口左岸にあり、蒲原津・沼垂湊と合せて、当時
「三か津」と呼ばれた。越後の戦国大名上杉謙信は、三か津に
配下の代官を置いた。
新潟津が現れてから蒲原津は衰え、新潟津が信濃川・阿賀野
川河口の中心的な湊となった。

新潟津と越後統一 天正８（１５８０）年、阿賀北（阿賀野川以北）の
し ば た

武将、新発田重家が新潟津を占拠し、上杉景勝（上杉謙信の後
き ば

継者）との抗争が始まった。上杉方は木場城（西区）を造り、新
潟津を攻めたが容易に攻略できなかった。天正１４年、新発田方
に味方していた新潟・沼垂の町民たちが上杉方へ寝返り、上杉
方は新潟・沼垂を制圧することができた。
新潟津を失った新発田氏は翌１５年に滅ぼされ、越後国は上杉
景勝によって統一された。

祈りと生活 打ち続く戦乱の中で、多くの悲しみが生まれた。
人々は神仏に祈り、極楽浄土への往生に救いを求めた。
菖蒲塚古墳経塚 霊地には経典などが埋められた。西蒲区竹

あやめづか

野町の菖蒲塚古墳には、平安時代末から戦国時代にかけて、経
典や鏡・仏具が埋められた。
薬師如来坐像 様々な仏が信仰された。薬師如来は衆生の病

まつさき

苦を救うとされた。平安時代後期の作といわれる東区松崎の薬
ざ ぞう

師庵木造薬師如来坐像は、松崎薬師と呼ばれ、現在も越後の三
薬師の一つとして信仰を集めている。
種月寺 仏の教えを説く寺が建てられた。室町時代、多宝山

いし ぜ しゅげつ

麓に創建された西蒲区石瀬の曹洞宗種月寺は、越後四箇道場の
げんろく

一つで信者は他国にまで及んだ。現在の本堂は元禄１１（１６９８）年
に建造された。
三千仏図 富める人は高貴な品物を寺に寄進した。中央区沼
垂東の法光院にある室町時代の、３幅仕立の三千仏図は、亡き
両親の供養として、信者が寄進した。
馬場屋敷遺跡 信濃川のほとりに近い南区庄瀬の馬場屋敷遺
跡は、低地に暮らす人々が営んだ集落の跡である。遺跡からは、

まじな ふだ ほったてばしら

正応年間（１２８８～９３）の呪い札・鑑札の木簡、銭貨、掘立柱建物
跡などが見つかっている。

戦いと祈り（中世）

市域周辺の荘園・保

三か津のころの河口付近・推定位置関係

経典を納めた経筒
菖蒲塚古墳経塚 金仙寺所蔵

種月寺本堂

カヤ刈りの鑑札 右：表、
左：裏 馬場屋敷遺跡

馬場屋敷遺跡の家跡

薬師如来坐像 松崎薬師庵

三千仏図（部分） １幅の寸法、縦１３３、
横８４センチメートル 法光院所蔵
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近世の幕開け 慶長３（１５９８）年、上杉景勝は豊臣秀吉の命令で
会津（福島県）への国替えとなり、家臣とともに越後を去った。
てんじんざん き ば

天神山城・木場城など家臣たちの城は廃城となった。
後継の大名の交代が度々行われ、新潟市域は近世初期に、大

そう み

半が新発田藩領と長岡藩領になった外、村上藩領・沢海藩領・
与板藩領・幕府領・旗本領に分かれた。

大開発時代 信濃川・阿賀野川下流域の低地の開発は、藩の新
田開発奨励などにより、近世前期に急速に進んだ。多くの村が
生まれ、米の生産量は慶長３年から寛文４（１６６４）年の間に数倍
も増加した。
開発の進展の背景には、移住もあった。市域には、「一向宗（浄
土真宗）の弾圧で越前（福井県）・加賀（石川県）から逃れてき
た」とか、「新発田の殿様に付いて加賀から来て開発した」な
どと伝えられる村が数多い。

新潟湊と沼垂湊 新潟湊は長岡藩領、沼垂湊は新発田藩領とな
った。その後、信濃川・阿賀野川河口部の地形が変化し、新潟
湊は明暦元（１６５５）年に信濃川左岸の現在地に移転した。沼垂湊

じょうきょう

はこれに遅れて貞享元（１６８４）年に、４度目の移転で信濃川右岸
の現在地に落ち着いた。
越後平野の生産力が増加し、西回り海運が安定する時期まで
に移転を終えた新潟湊は、元禄１０（１６９７）年には、日本海側屈指
の湊に発展していた。

新潟明和事件 長岡藩のドル箱であった新潟町に、藩は度々御
用金を課した。明和５（１７６８）年、御用金を原因とする一揆が起

わく い とう し ろう

きた。町民の支持を得た一揆側が、涌井藤四郎を町の総代とし、
約２か月にわたり町政を執行した。事件後、町民は処刑された
涌井を、義民として密かに語り伝えた。

阿賀野川河口と内野新川 近世中期以降、新田開発のために海
への放水路が開削された。享保１５（１７３０）年に通水した松ケ崎堀
割は、翌１６年の増水で決壊して幅が広がり、阿賀野川の新河口
（現在の河口）になった。文政３（１８２０）年に通水した内野新川は、
現在も西区・西蒲区一帯の基幹排水路となっている。

在郷町と舟運 新田開発の進展と人口増加により、市域では近
くずつか

世中期までに葛塚（北区）、亀田（江南区）、新津・小須戸（秋葉
区）、白根（南区）、大野（西区）、曽根・巻（西蒲区）などの在郷
町が生まれた。在郷町には六斎市（定期市）が開かれた。在郷町
は舟運の要所に位置しており、舟運が交通の動脈であった。

新潟上知と開港５港 江戸時代後期、新潟湊では唐物（中国製
品）と俵物（北海道製品）の密輸が行われていた。幕府は密輸を
摘発し、天保１４（１８４３）年に新潟町を幕府領にした。初代新潟奉

ながたか

行の川村修就は、海岸に台場（砲台）を築くなど海防に努めた。
幕府はさらに、安政５（１８５８）年の修好通商条約で、開港５港

の一つとして、新潟湊を日本海側における開港場とした。しか
し、各国は水深が浅い新潟湊の開港に、すぐには同意しなかっ
た。開港前に幕府は倒れた。

戊辰戦争と新潟 慶応４（１８６８）年、新政府軍と旧幕府側との間
ぼ しん

に戊辰戦争が起こり、新潟港は旧幕府側（奥羽越列藩同盟）の補
給基地となった。兵器は、外国商人が船で横浜などから運んで
きた。同年７月、新政府軍が船団で新潟砂丘に上陸し、新潟町
を制圧すると、同盟側は補給路を失い、戦局は決定的となった。
同年９月、慶応から明治に改元し、会津藩は降伏した。

米どころの形成と港の繁栄（近世）

堀と通りで区画された新潟町
文政６（１８２３）年「新潟町絵図」

新潟湊の回米船の光景 嘉永５（１８５２）年
「大船絵馬」（白山神社所蔵絵馬の複製、部分）

西川と中ノ口川の間にあった低湿
地の絵図 江戸時代中期 新発田
市立図書館所蔵

近世中期までにできた在郷町の位置（�印）

安政６（１８５９）年、外国調査船の来航を描いた「新潟湊之真景」

現在の内野新川

増水時にだけ排水する
設計であった松ケ崎堀
割 上、阿賀野川 下、
日本海 「阿賀野川悪
水抜堀割絵図」（部分）

「明和義人顕彰之碑」
昭和３（１９２８）年建立、
白山公園



新潟開港と近代化 新潟港は、明治元年１１月（１８６９年１月）に開
港した。外交上重要となった新潟町は、３年に県庁所在地とな
り、白山公園の開設や第四銀行の設立、新潟県会の開設など近
代化が進められた。

み ね やま

米百俵 明治３（１８７０）年、長岡藩の支藩で三根山（西蒲区峰岡）
に陣屋を置く三根山藩は、戊辰戦争で困窮していた長岡藩に救
援米１００俵を贈った。長岡藩はこれを一時しのぎの食糧とせず、
学校の建設費に充てた。

市町村制と新潟 明治１２（１８７９）年、郡区町村制で蒲原郡は４郡
となり、新津町に中蒲原郡役所、巻村に西蒲原郡役所が置かれ
た。新潟町は郡役所に属さない新潟区となった。２２年に市制・
町村制が実施され、市域は１市（新潟市）・１２３町村になり、さ
らに、３４年の大合併で１市・６７町村になった。

川蒸気から鉄道輸送へ 川の流れが緩やかな越後平野下流部で
は、明治期、川蒸気船が盛んであった。しかし、明治３０（１８９７）

ぬったり

年、沼垂－一ノ木戸（三条市）間の鉄道が開業し、大正期に鉄道
網が広がると、交通の中心は川蒸気船から鉄道に移っていった。

にい つ

新津油田の盛況 新津油田は明治３０年代に機械掘削が本格化し、
大正期に国内最大の油田となった。新津町は「石油の町」とし
て栄え、新潟市・沼垂町では石油産業が発達した。

大河津分水路 信濃川下流の根本的な洪水対策である大河津分
水路は、江戸時代からの懸案であった。分水工事は明治４２年に
国営で着工され、大正１１（１９２２）年に通水した。現市域の大洪水
の危険は激減した。新潟港の築港も可能になった。

そう み

地主王国 越後平野には沢海（江南区）の伊藤家など「千町歩地
主」が点在し、中小地主が各地にいた。地主は、ハサ木による
米の乾燥など農業技術の改良に努めた。大正期には小作争議が
多発したが、地主は銀行や博物館の設立など、経済・文化にも
大きく寄与した。

チューリップ栽培の発祥 日本のチューリップの商品生産は、
こ あい

大正中期、小合村（秋葉区）で小田喜平太を中心に始められた。
オランダ球根を輸入するなどして作付けが拡大し、新潟県は日
本一の生産地となった。畑が赤や黄色に染まる開花期の風景は、
今も新潟の春の風物詩である。

新潟築港 新潟港は明治中期以降、国内有数の北洋漁業基地と
なったが、水深が浅く大型船が入港できなかった。大正３（１９１４）

ふ とう

年、新潟市と沼垂町は近代埠頭の築造を期して合併し、１５年、
ばんだい

沼垂側に埠頭が完成し内外貿易は盛り返した。また、萬代橋は、
昭和４（１９２９）年に現在の３代目に架け替えられた。

対岸進出の道 昭和６（１９３１）年、上越線が全通し、新潟港は東
京から鉄道で最も近い日本海側の港となった。翌７年には、中
国東北部に「満州国」が建国され、東京と満州の首都を結ぶ最
短路に位置する港となった。新潟発着の日満航路は政府命令航
路となり、新潟港は対岸進出の拠点港になった。

戦争と新潟 戦争が悪化し、太平洋側から多くの軍需工場が進
と や の

出してきた。工場地帯が大形・石山・鳥屋野村に広がり、３村
は昭和１８（１９４３）年に新潟市と合併した。翌年、太平洋側の港湾
機能の低下により、新潟港の貨物量は過去最高を記録した。し
かし、新潟港も機雷投下で封鎖状態になった。２０年８月、原子
爆弾が投下されるおそれが高いとして、市民に緊急疎開が布告
された。市街地は無人に近い状態で終戦を迎えた。

信濃川治水と近代港湾の実現（近代）

「三根山藩址之碑」

葛塚－新潟間を運航する川蒸気船
薄田豊春氏提供

全盛期の新津油田

現在の大河津分水 上方が分水路
北陸地方整備局信濃川河川事務所提供

小合のチューリップ園
昭和初期

百貨店が向き合う柾谷小路
昭和１０年代中ごろ
難波清松氏提供

新潟県会旧議事堂
現、新潟県政記念館

大正期の新潟駅前風景

沼垂の日本石油新潟製油所
大正期 『日本石油百年史』より
転載

築港後の新潟港 沼垂小学校提供

満州への移民団を乗せ新潟港を出
港する満州丸

沢海・伊藤家の茶室「三楽
亭」 北方文化博物館内
同館提供



占領下の新潟 昭和２０（１９４５）年９月、アメリカ軍が新潟市に進
駐し、市公会堂に軍政部を設置した。新潟飛行場は接収され、

やみいち

軍需工場は操業が停止された。極端な物不足のため闇市が出現
し、農村には食糧の強制供出が割り当てられた。

自作農村の創出 地主から農地委員会が農地を買い上げ、小作
農民に売り渡す農地改革が進められた。改革は昭和２５（１９５０）年
に終了し、自作農地は９割以上になった。地主制は消滅し、農
村は自作農家中心の村落に変わった。

く り の き

舟農業からの脱却 昭和２３（１９４８）年、栗ノ木排水機場が運転を
開始し、国・県営の大排水機場が順次整備された。農家は、耕
地整理組合や土地改良区を組織し、農地を統一規格に整備した。
市域の農地は、３０年ごろにはほとんどが整然と区画された乾田
となり、牛馬・動力機械による農業が可能になった。

都市の復興 電力・石油不足の中で、復興を支えたのは水溶性
天然ガスであった。敗戦直後はバスや工場の燃料であったが、
昭和２５（１９５０）年ごろから尿素やメタノールを生成するガス化学
工業の原料に用途が広がり、工業復興の中心となった。新潟港
の貨物量は、３１年に戦時下を超えた。

昭和の市町村合併 地方自治法が施行された昭和２２（１９４７）年、
市域は１市４８町村であった。市町村の財政強化のため、２８年か
ら全国的に合併が進められ、３６（１９６１）年に３市１２町村になった。

ばいじん

新潟の公害 昭和３０～４０年代、煤塵や水質汚濁など公害が深刻
化した。新潟で特に深刻であったのは、天然ガス採取によって
発生した地盤沈下であった。ゼロメートル地帯が広がり、浸水
被害が相次ぎ、海岸の砂浜も消失した。阿賀野川では有機水銀
中毒（新潟水俣病）が発生し、昭和６０年までに６９０人が患者と認
定された。

新潟地震 昭和３９（１９６４）年６月、マグニチュード７．５の新潟地
震が発生した。被害は新潟市の中心部に集中した。地震後、工
場の集団移転や住宅団地の郊外化が顕著となり、豊栄（北区）・
亀田（江南区）・黒埼（西区）地区などとの一体化が進んでいった。

減反と園芸産地 昭和４０年代前半、米の生産が需要を上回り、
米価抑制と生産調整（減反）が始まった。機械化による省力化や、
兼業農家の増加が急速に進んだ。また、園芸作物が注目され、
黒埼（西区）の茶豆、白根（南区）の洋ナシなど、多くの園芸産地
ができた。

新潟東港開発 昭和３８（１９６３）年、国土開発の一つとして工業港
（新潟東港）の建設が着工された。東港は建設途上の４４年に開港

ふ とう

し、その後、国家石油備蓄基地・国際コンテナ埠頭などが整備
されて、日本海側の貿易中枢港となった。新潟西港はフェリー

と き

埠頭やコンベンションホール（朱鷺メッセ）などが整備され、商
業・流通港となった。

高速交通の結節 昭和４８（１９７３）年、新潟空港にハバロフスク線
が開設され、以後、北東アジアを中心に国際線が増えていった。
５７年には上越新幹線が開通し、新潟－東京間が日帰り圏内とな
った。また、平成９年までに関越・北陸・磐越自動車道が全線
開通し、新潟は高速交通網の日本海側の結節点となった。

政令市新潟の実現 平成１７年、政令市の指定を目指して、新潟
市と近隣１３市町村は合併し、人口約８１万人、面積約７２６平方キ
ロメートルの都市となった。１９年４月、新潟市は市域を北区・
東区・中央区・江南区・秋葉区・南区・西区・西蒲区の８つの
行政区とする、本州日本海側初の政令市となった。

平野の乾田化と政令市の実現（現代）

軍政部の看板が掲げられた新潟
市公会堂 新潟商工会議所提供

栗ノ木排水機場 東洋最大といわ
れた 本間喜八氏撮影

耕運機を使っての農作業
安澤宏氏撮影

地盤沈下で浸水した新潟鉄工山の
下工場 昭和３２年
『新潟の地盤沈下１９６１』より転載

早通団地 北区

新潟東港 新潟県港湾課提供

西区内野付近の海岸のガス井戸 昭和
２０年代『帝国石油五十年史』より転載

終戦直後の新潟市本町通
新潟中央青果株式会社提供

舟農業 舟で稲を運んでハサ架け
亀田郷 本間喜八氏撮影

新潟地震で落下した昭和大橋

黒埼茶豆の収穫
ＪＡ越後中央黒埼支所提供

高速道路が結節する新潟中央イン
ターチェンジ ＩＣ右上に鳥屋野
潟が見える 平成９年




